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序

章

そ
の
か
も
し
出
す
独
特
の
味
は

工
芸
品
と
し
て
和
紙
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
い
る

中
富
町
は
富
士
川
沿
い
に
発
達
し
た
町
で
あ
る

往
時
は
　
宿
場
と
し
て
甲
駿
間
の
要
路
で
も
あ
っ
た

〃
甲
山
四
周
〃
し
て
天
に
つ
づ
き

百
川
帰
一
し
て
富
士
川
の
急
流
を
つ
く
り

ま
こ
と
に
自
ら
城
を
な
す
郷
で
あ
る

た
び
か
さ
な
る
災
害
の
爪
あ
と
も
よ
く
払
拭
し
て

国
道
五
十
二
号
線
の
拡
幅
整
備
と
と
も
に

い
よ
い
よ
世
に
出
る
若
々
し
い
町
で
あ
る

富
士
の
眺
め
は
日
本
一
と
い
わ
れ
る
富
士
見
山
は

自
然
そ
の
ま
ま
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
り

群
居
す
る
野
猿
は
観
光
開
発
の
機
を
待
っ
て
い
る

山
あ
い
に
は
ひ
な
び
た
情
緒
の
手
打
沢
温
泉
が
あ
り

ふ
る
さ
と
の
味
の
山
菜
料
理
と
と
も
に

沢
歩
き
や
山
登
り
の
人
々
の
い
こ
い
の
場
所
で
も
あ
る

四
百
年
の
伝
統
を
誇
る
西
島
手
漉
和
紙
は

「
ふ
く
よ
か
に
　
清
く
　
う
る
わ
し
く
　
も
の
あ
わ
れ
に
」

町
内
各
地
に
自
生
す
る
町
の
木
「
な
ん
て
ん
」
は

寒
さ
に
も
雪
に
も
よ
く
耐
え
て

〃
強
い
根
性
〃
で
赤
い
花
房
を
立
て

清
楚
な
山
ゆ
り
の
花
と
と
も
に

里
人
の
好
む
豊
か
な
色
彩
で
も
あ
る

南
ア
ル
プ
ス
を
背
に
し
て
折
り
重
な
る
や
ま
な
み

そ
の
ふ
と
こ
ろ
に
ひ
ろ
が
る
山
里

四
季
折
々
の
自
然
が
美
し
く
ひ
ろ
が
り

酪
農
と
養
蚕
に
生
業
を
託
し
て

こ
こ
に
も
心
の
ふ
る
さ
と
が
あ
る

澄
み
き
っ
た
空
に
緑
が
あ
ふ
れ

失
わ
れ
た
自
然
を
こ
こ
に
求
め
て

都
会
人
の
オ
ア
シ
ス
平
須
に

い
ま
民
宿
村
も
生
い
育
つ

ふ
と
心
を
ひ
か
れ
た
山
門
　
八
日
市
場
の
大
聖
寺
は

新
羅
三
郎
義
光
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

本
尊
不
動
明
王
は
重
要
文
化
財
で
あ
り

長
い
歴
史
を
木
の
彫
り
に
秘
め
て
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中
世
以
前
の
時
の
流
れ
を
ま
た
こ
こ
に
見
る

精
密
工
業
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
は

こ
の
町
に
も
い
く
つ
か
の
工
場
が
誘
致
さ
れ

勤
勉
な
河
内
職
人
気
質
は
そ
の
ま
ま
に

近
代
産
業
の
に
な
い
手
に
な
っ
て
き
た

古
き
な
ご
り
と
新
し
い
い
ぶ
き
に
開
く
中
富
町
は

大聖寺の鐘ろう（八日市場）

四
千
年
前
の
肌
の
温
り
を
甦
ら
せ

豊
か
な
自
然
の
中
に
静
か
に
語
り
か
け

遠
き
将
来
と
偉
大
な
可
能
性
を
こ
こ
に
見
て

第
二
の
黎
明
時
代
を
求
め
る
の
で
あ
る

中
富
町
の
概
観

町
　
の
　
沿
　
革

　
　
　
　
　
　
e

　
上
古
に
お
け
る
こ
の
地
域
の
村
落
が
、
ど
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と

知
る
由
も
な
い
が
、
大
和
民
族
以
前
す
で
に
丘
陵
地
帯
に
住
居
を
構
え
て
、
何

が
し
か
の
集
落
を
形
成
し
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
昭
和
四
四
年
の
秋
、
旧
大
須
成
村
平
須
地
区
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石

造
遺
構
や
、
土
器
・
石
器
・
住
居
跡
な
ど
に
よ
っ
て
推
断
さ
れ
る
。
出
土
し
た

土
器
は
、
縄
文
中
期
の
勝
坂
式
・
加
曽
利
E
式
に
属
す
る
、
四
千
年
か
ら
五
千

年
前
に
あ
た
る
も
の
で
、
二
個
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
石
造
遺
構
は
、
　
「
石
の
記
念
物
」
と
も
い
わ
れ
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
考

古
学
上
貴
重
な
遺
物
で
、
古
代
に
お
け
る
石
の
信
仰
や
、
石
を
霊
的
対
象
と
し

た
先
祖
の
息
吹
き
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
土
器
は
、
豪
華
な
勝
坂
式
と
、
や
や
単
調
化
し
た
加
曽
利
E
式
の

も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
縄
文
式
文
化
の
け
ん
ら
ん
た
る
最
盛
期
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ば
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
て

で
、
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
蛇
体
文
様
、
懸
垂
文
様
の
鍔
口
土
器
、
把
手
土
器
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ぞ
く
　
こ
く
よ
う
　
　
　
だ

の
一
部
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
石
鍬
は
黒
耀
石
の
打
製
の
も
の
で
、
石
質
は
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
ひ
　
く
ぼ
み

野
県
の
和
田
峠
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
石
斧
、
石
匙
、
凹
石
等
の
打
製

石
器
類
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
平
須
部
落
は
い
っ
た
い
幾
人
ぐ
ら
い

が
、
人
口
限
度
で
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
日
当
た
り
が
よ
く
水
に
恵
ま

れ
、
し
か
も
富
士
の
眺
め
の
絶
佳
の
こ
の
台
地
に
、
四
千
年
前
す
で
に
私
ど
も

の
先
祖
が
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
、
地
下
か
ら
こ
の
中
富
町
の
過
去

が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
縄
文
時
代
と
い
っ
て
も
、
前
後
数
千
年
間
に
わ
た
る
文
化
で
あ
り
、
出
土
品

の
性
格
、
質
な
ど
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
い
る
が
、
次
第
に
進
ん
で
い
く
人
間
の

歴
史
の
歩
み
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
石
器
の
ほ
か
に
、
金

属
器
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
が
生
業
の
主
要
の
中
に
加
え
ら
れ
、

山
か
ら
低
湿
地
に
下
り
、
定
着
性
の
問
題
が
あ
ら
わ
れ
、
集
落
が
村
落
と
な

り
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
集
約
化
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
、
本
町
の
各
旧
村
部
落

が
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
口

　
有
史
以
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
る
も
の
は
少
な
く
、
多
く
は
口
碑

伝
説
の
中
で
祖
先
の
体
臭
を
さ
ぐ
り
、
肌
の
ぬ
く
も
り
に
接
す
る
に
す
ぎ
な
い

が
、
古
事
記
に
も
イ
ヘ
ム
ラ
（
家
群
）
の
語
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人

間
の
集
団
群
居
し
た
と
こ
ろ
を
ム
ラ
と
称
し
、
そ
の
村
落
は
、
山
地
、
台
地
、

裾
野
、
段
丘
、
扇
状
地
、
盆
地
な
ど
立
地
的
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
富
士
川
の
本
流
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
は
、
自
然
の
脅
威
に
堪
え
が

た
い
た
め
、
他
の
丘
陵
地
帯
や
山
地
に
比
べ
て
村
落
形
成
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

は
う
な
ず
け
る
。

　
た
だ
、
こ
の
川
沿
い
に
は
や
や
広
い
氾
濫
原
が
あ
る
の
で
、
山
地
の
集
落
よ

り
密
集
的
と
な
り
、
近
世
の
街
村
と
し
て
の
形
で
発
達
し
、
旧
原
村
の
飯
富
、

静
川
村
の
切
石
等
の
商
業
的
中
心
村
落
を
形
成
し
て
い
る
。
古
来
か
ら
本
町
は

甲
斐
と
駿
河
を
結
ぶ
主
要
地
点
に
位
置
し
、
駿
州
往
還
の
宿
駅
や
、
富
士
川
水

運
の
河
港
と
し
て
栄
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
山
間
渓
谷
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
地
形
的
実
情
か
ら
大
集
落
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ず
、
直
接
の
住
居
地
は
山
腹
の
緩
傾
斜
地
で
狭
少
の
地
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
二
つ
の
大
小
集
落
の
中
間
的
存
在
と
し
て
台
地
が
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
静
川
台
地
と
し
て
そ
の
中
の
小
平
坦
部
に
、
大
塩
、
寺
沢
、
矢
細
工
、
古

長
谷
等
の
小
部
落
が
発
達
し
、
富
士
川
岸
の
八
日
市
場
、
下
田
原
な
ど
と
と
も

に
、
今
日
の
中
富
町
の
点
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
日

　
平
安
朝
の
中
ご
ろ
に
著
述
さ
れ
た
「
倭
名
抄
」
に
、
は
じ
め
て
登
場
す
る
郷

　
　
か
あ
い

土
の
川
合
郷
を
今
の
現
地
に
当
て
る
と
、
箱
原
お
よ
び
、
鹿
島
以
南
か
ら
万

沢
、
十
島
に
至
る
富
士
川
両
岸
の
村
々
を
含
む
地
域
で
、
中
心
は
旧
下
山
村
付

近
で
あ
る
。
旧
幕
時
代
の
東
西
河
内
領
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
勢
力

は
国
中
の
他
の
郷
に
比
べ
て
微
弱
、
辺
ぴ
な
郷
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
中
世
に
な
っ
て
甲
斐
一
国
が
武
田
氏
の
統
一
に
は
い
る
が
、
そ
の
中
で
本
町

を
含
む
東
西
河
内
領
（
南
巨
摩
、
西
八
代
）
は
、
穴
山
氏
の
再
支
配
を
う
け
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
天
正
一
〇
年
武
田
氏
滅
亡
後
も
し
ば
ら
く
は
穴
山
氏
の
版

図
に
あ
っ
た
が
、
天
正
一
五
（
一
五
八
七
）
年
穴
山
勝
千
代
幼
く
し
て
死
に
、

継
嗣
も
な
く
、
徳
川
の
家
臣
菅
沼
藤
蔵
定
政
が
、
切
石
で
河
内
領
九
千
石
の
領

主
と
し
て
寺
沢
城
を
守
っ
て
い
た
。
こ
の
城
跡
は
、
現
在
町
役
場
近
く
の
寺

沢
、
城
山
の
城
跡
で
あ
る
。

　
天
正
一
八
年
、
菅
沼
氏
が
総
州
の
相
馬
（
茨
城
県
南
端
）
に
移
封
さ
れ
た
後
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は
、
豊
臣
秀
勝
、
加
藤
光
泰
、
浅
野
長
政
の
領
地
と
な
っ
た
が
、
慶
長
五
年

（一

〇
〇
）
家
康
の
天
下
統
一
と
と
も
に
、
徳
川
の
再
領
と
な
り
、
義
直
、

忠
長
を
経
て
一
時
幕
府
の
直
轄
と
な
り
、
再
び
、
徳
川
綱
重
、
綱
豊
、
柳
沢
父

子
私
領
を
経
て
、
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
よ
り
再
度
直
轄
地
と
し
て
以
後
幕

末
ま
で
至
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
維
新
後
は
、
徳
川
幕
府
三
百

年
の
封
建
制
度
を
破
棄
し
て
、
困
難
な
諸
条
件
と
た
た
か
い
つ
つ
、
文
明
社
会

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
明
治
の
黎
明
は
、
こ
の
地
域
の
情
勢
を
も
一
変
し
、
明
治
八
年
四
月
大
須
成

村
（
大
塩
、
平
須
、
久
成
の
三
か
村
合
併
）
、
同
年
六
月
共
和
村
（
宮
木
、
下

田
原
、
上
田
原
、
一
色
の
四
か
村
合
併
）
が
生
ま
れ
、
つ
い
で
九
年
に
は
、
曙

村
（
矢
細
工
、
古
長
谷
、
中
山
、
江
尻
窪
、
遅
沢
、
福
原
、
梨
子
の
七
か
村
合

併
）
が
、
ま
た
二
二
年
に
は
切
石
村
（
切
石
、
夜
子
沢
、
寺
沢
、
手
打
沢
四
か

村
合
併
）
が
誕
生
し
（
二
五
年
静
川
村
と
改
名
）
、
昭
和
八
年
に
な
っ
て
、
八

日
市
場
村
、
伊
沼
村
、
飯
富
村
が
合
併
し
て
原
村
と
な
り
、
西
島
村
と
と
も
に

中
富
町
の
柱
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

町
章
の
制
定

　
紋
章
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
は
血
統
や
身
分
を
示
し
、
そ
の
家
の
経
歴
を
示

し
、
他
に
誇
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
人
だ
け
が
持
っ
て
い
る
も

の
で
、
昔
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
、
生
活
の
必
要
と
美
化
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の

し
る
し
や
模
様
を
考
え
、
そ
れ
を
ほ
ら
穴
の
岩
に
刻
み
こ
ん
だ
り
、
衣
類
に
織

り
込
ん
だ
り
、
用
具
な
ど
に
書
ぎ
こ
ん
だ
り
し
た
。
森
羅
万
象
を
と
り
入
れ
た

図
案
は
、
ま
こ
と
に
み
ご
と
な
も
の
で
縄
文
土
器
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
祖
先
の

美
的
な
欲
求
が
、
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
紋
章
は
日
本
民
族
の
文
化
的
意

欲
を
表
示
す
る
民
族
文
化
だ
と
も
い
え
る
。

　
町
章
は
、
こ
う
し
た
自
己
を
誇
示
す
る
意
味
の
も
の
で
は
な
い
が
、
会
社
の

社
章
、
学
校
の
校
章
と
同
じ
よ
う
に
、
町
の
発
展
的
段
階
や
、
自
然
環
境
、
そ

れ
に
将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
図
示
し
て
標
識
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
昭
和
三
九
年
五
月
六
日
、
本
町
の
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
、
甲
南
中
学
校

で
盛
大
な
式
典
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
は
じ
め
て
町
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
五
月
の
薫
風
に
な
び
く
町
旗
に
、
町
章
が
燦
と
し
て
輝
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
町
章
は
、
町
制
施
行
十
周
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
広
く
一
般

よ
り
募
集
し
、
四
月
二
〇
日
応
募
作
品
五
十
一
点
中
よ
り
厳
選
決
定
し
た
も
の

で
、
町
内
飯
富
の
石
川
多
加
子
の
図
案
で
あ
る
。

　
図
案
は
、
外
周
り
は
か
た
か
な
の
「
ト
」
が
三
つ
で
「
富
」
を
表
わ
し
て
い

る
。
こ
の
富
は
、
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
中
で
、
祖
先
た
ち
が
血
と

汗
で
守
り
育
て
て
き
た
郷
土
を
、
こ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
英
知
と
努
力
で
豊
か

な
も
の
に
と
い
う
願
い
を
託
し
て
い
る
。
中
央
の
「
中
」
の
字
は
信
玄
公
の
軍

配
が
図
案
化
L
て
あ
る
。
軍
配
団
扇
は
、
戦
国
の
こ
ろ
武
将
が
戦
場
で
味
方
の

軍
を
指
揮
す
る
た
め
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
起
源
は
、
一
一
世
紀
の
半

ば
（
前
九
年
の
役
）
の
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
多
く
使
用
さ
れ
た
の

は
、
室
町
時
代
の
末
期
ご
ろ
で
、
羽
の
部
分
を
革
で
つ
く
り
、
こ
こ
に
い
ろ
い

ろ
の
模
様
を
入
れ
て
う
る
し
を
塗
り
、
柄
に
は
鉄
を
入
れ
て
あ
り
、
武
田
信
玄

の
も
の
は
と
く
に
有
名
に
な
っ
て
い
る
。
郷
土
の
人
々
に
と
っ
て
武
田
信
玄
は

偉
大
な
英
雄
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
人
々
の
胸
中
深
く

生
き
続
け
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
ト
」
の
先
は
高
く
、
町
の
自
然
環
境
で
あ
る
〃
峡
山
峡
水
〃
を
示
し
て
い
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る
。
西
部
に
あ
る
富
士
見
山
（
一
六
三
九
・
五
樹
）
が
最
高
峰
で
、
こ
れ
か
ら

扇
状
に
東
へ
斜
面
を
つ
く
っ
て
富
士
川
に
接
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
南
に
烏

森
山
（
六
四
五
癖
）
、
富
士
川
を
隔
て
て
南
南
東
、
下
部
町
と
接
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
醍
醐
山
（
六
三
四
・
八
屠
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
に
あ
る
西
島
、

手
打
沢
、
切
石
、
八
日
市
場
、
飯
富
、
下
田
原
、
宮
木
の
一
部
が
平
坦
部
で
あ

る
ほ
か
、
八
O
％
は
山
岳
お
よ
び
斜
面
に
な
っ
て
い
る
。

　
切
石
に
あ
る
町
役
場
の
位
置
が
標
高
二
三
六
耕
で
、
標
高
五
〇
〇
摺
以
上
が

全
町
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
急
し
ゅ
ん
な
小
河

川
が
多
く
、
本
流
の
富
士
川
、
早
川
に
注
ぐ
河
川
は
全
長
五
七
〇
〇
矧
の
寺
沢

川
を
筆
頭
に
一
級
河
川
の
み
で
三
一
を
数
え
、
こ
れ
ら
河
川
の
流
路
は
傾
斜
が

は
な
は
だ
し
く
、
平
常
時
は
水
量
が
少
な
い
が
、
い
っ
た
ん
大
雨
に
見
舞
わ
れ

る
と
た
ち
ま
ち
に
L
て
洪
水
と
な
り
、
過
去
幾
多
の
災
害
に
悩
み
続
け
て
来
た

の
で
あ
る
。

　
治
山
治
水
は
、
武
田
信
玄
統
治
の
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
民
生
安
定
の
基
礎
で

あ
り
、
別
稿
に
よ
る
本
町
災
害
復
旧
事
業
も
、
ま
た
町
施
策
の
大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
に
根
ざ
し
た
た
く
ま
し
い
意
欲
の
盛
り
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
る

を
こ
め
た
も
の
を
「
円
」
で
囲
み
、
一
万
町
民
の
社
会
連
帯
意
識
の
高
揚
を
期

待
し
て
、
町
象
を
こ
の
町
章
に
求
め
て
い
る
。

町
民
歌
の
制
定

　
本
町
が
、
名
実
と
も
に
今
日
の
形
態
を
示
し
た
の
は
、
昭
和
二
九
年
の
四
か

村
合
併
に
続
い
て
、
三
〇
年
の
原
村
合
併
、
そ
れ
に
三
三
年
に
下
部
町
か
ら
分

町
し
て
編
入
さ
れ
た
富
士
川
沿
い
の
宮
木
・
下
田
原
区
の
参
加
の
と
き
で
あ

る
。
当
時
の
住
民
登
録
人
口
は
一
〇
、
四
四
六
人
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
二
年
。
そ
れ
は
未
曽
有
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
翌
年
で
、
町
内
各

所
で
そ
の
復
旧
事
業
に
け
ん
命
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
年
で
あ
っ
た
が
、
町
民

の
融
和
と
、
よ
り
強
く
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
明
る
い
町
づ
く
り
を
祈
念
し

て
、
み
ん
な
が
口
ず
さ
め
る
「
町
民
歌
」
の
制
定
を
計
画
し
、
次
の
よ
う
な
経

過
で
そ
の
選
定
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
四
二
年
七
月
一
二
日

　
町
民
歌
制
定
委
員
会
発
足
、
委
員
は
次
の
一
四
名
を
委
嘱
し
た
。

　
議
会
議
員
（
代
表
三
名
）
、
教
育
委
員
（
代
表
二
名
）
、
婦
人
会
会
長
、

　
青
年
団
団
長
、
農
業
委
員
会
会
長
、
商
工
会
会
長
、
校
長
会
会
長
、

　
社
会
教
育
委
員
長
、
区
長
会
会
長
。

　
　
四
二
年
七
月
三
一
日

　
制
定
委
員
会
で
、
一
般
に
公
募
す
る
こ
と
に
決
定
、

　
山
梨
日
日
新
聞
社
の
後
援
を
得
て
全
国
的
に
募
集
し
た
。

　
　
四
二
年
九
月
三
〇
日

　
応
募
作
品
、
一
四
〇
点
（
県
内
二
八
点
、
県
外
二
二
点
）

　
厳
選
の
結
果
、
次
の
入
選
、
佳
作
を
決
定
し
た
。

　
入
選
　
田
島
　
青
一
（
長
崎
県
）

　
佳
作
　
西
川
つ
と
む
（
甲
府
市
）

　
　
　
　
伊
藤
　
美
雄
（
甲
府
市
）

　
　
　
　
脇
太
一
（
香
川
県
）

　
な
お
、
作
曲
は
藤
山
一
郎
、
振
付
は
本
町
出
身
の
若
尾
多
香
に
委
嘱
し
た
。

　
　
四
三
年
一
月
一
五
日

　
　
成
人
式
の
日
、
次
代
を
に
な
う
若
人
を
は
じ
め
、
町
民
多
数
参
加
の
も
と
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に
、
そ
の
発
表
会
を
行
な
っ
た
。

　
　
（
全
歌
詞
別
掲
）

　
今
日
な
お
ス
モ
ッ
グ
を
知
ら
ず
、
山
峡
の
空
は
澄
み
、
そ
こ
に
さ
ん
さ
ん
と

ふ
り
そ
そ
ぐ
太
陽
、
オ
ゾ
ン
を
た
っ
ぶ
り
含
ん
だ
空
気
、
こ
の
美
し
い
自
然
と

の
調
和
の
中
で
、
産
業
の
開
発
を
進
め
、
豊
か
な
町
民
生
活
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
願
い
を
こ
め
て
、
こ
の
町
民
歌
が
新
し
い
郷
土
建
設
へ
の
若
々
し
い
歌
声

と
な
っ
て
こ
だ
ま
す
る
と
き
、
中
富
町
は
い
や
が
上
に
も
発
展
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

町
　
の
　
概
　
観

　
山
梨
県
は
〃
山
河
襟
帯
し
て
自
ら
城
を
成
す
〃
の
土
地
で
、
三
千
厨
級
の
山

頂
を
、
二
、
三
百
材
の
低
地
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
る
青
山
四
周
の
郷
で
あ

る
。　

山
と
と
も
に
育
ち
、
山
を
友
と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
郷
土
山
梨
、
し
か
も
笛

吹
、
釜
無
を
は
じ
め
百
川
帰
一
し
て
各
地
に
扇
状
地
と
氾
濫
原
を
つ
く
り
つ
つ

流
下
し
て
富
士
川
と
な
り
、
さ
ら
に
早
川
を
あ
わ
せ
、
や
が
て
駿
河
湾
に
流
出

し
て
い
る
。
そ
の
垂
直
的
変
化
の
は
げ
し
い
自
然
は
、
文
化
、
習
俗
、
気
質
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
住
む
人
の
根
性
を
育
て
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
南
巨
摩
は
そ
の
南
端
に
あ
っ
て
、
南
の
は
し
富
沢
、
南
部
両
町
は
、
静
岡
県

庵
原
郡
と
富
士
郡
に
、
北
の
増
穂
町
は
中
巨
摩
郡
に
接
し
、
東
は
富
士
川
を
は

さ
ん
で
西
八
代
郡
に
対
し
、
西
は
赤
石
山
脈
に
連
な
り
、
急
流
富
士
川
に
沿
っ

た
約
五
十
キ
。
層
の
細
長
い
地
形
で
あ
る
。

　
こ
の
富
士
川
に
境
せ
ら
れ
て
い
る
東
・
西
河
内
は
、
往
時
の
渡
船
か
ら
い
ま

や
永
久
橋
に
変
わ
り
、
産
業
・
経
済
・
交
通
・
文
化
と
各
町
村
を
結
合
さ
せ
、

峡
南
広
域
行
政
圏
設
定
に
ま
で
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
中
富
町
は
、
郡
の
ほ
ぽ
中
央
に
位
し
、
県
都
甲
府
か
ら
南
へ
三
五
キ
・
耕

の
地
点
に
あ
っ
て
、
東
は
富
士
川
を
境
と
し
て
西
八
代
郡
六
郷
町
に
接
す
る
と

と
も
に
、
秋
葉
山
か
ら
醍
醐
山
を
経
て
下
部
町
に
接
し
、
西
は
県
立
自
然
公
園

の
富
士
見
山
（
一
六
四
〇
材
）
の
り
ょ
う
線
を
境
と
し
て
早
川
町
に
、
ま
た
南

は
早
川
を
境
界
と
し
て
身
延
町
に
隣
接
し
て
い
る
。
北
は
一
部
富
士
見
山
の
り

ょ
う
線
を
経
て
蟹
谷
沢
を
境
と
し
鰍
沢
町
と
接
し
て
い
る
。
町
役
場
の
位
置

は
、
東
経
一
三
八
度
六
分
二
〇
秒
、
北
緯
三
五
度
二
六
分
四
八
秒
に
位
し
、
東

西
七
・
八
キ
。
㌶
、
南
北
七
・
五
キ
。
層
、
面
積
四
二
・
九
一
平
方
キ
。
規
で
、
そ
の

全
面
積
六
〇
・
四
軒
が
山
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
平
坦
部
は
国
道
五
二
号
線

沿
い
と
、
富
士
川
東
岸
の
下
田
原
、
宮
木
に
一
部
あ
る
ほ
か
、
全
面
積
の
八
O

軒
が
急
傾
斜
地
域
で
、
総
耕
地
面
積
四
七
七
・
四
珍
（
昭
和
四
三
年
現
在
）
で

そ
の
比
率
は
、
田
三
一
・
O
響
、
普
通
畑
三
九
・
O
響
、
桑
園
二
七
・
七
軒
、

果
樹
園
二
・
三
齎
で
あ
る
。

　
地
形
的
に
山
岳
地
帯
が
多
い
た
め
、
耕
地
利
用
は
全
面
積
の
一
一
軒
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
農
家
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
耕
作
面
積
は
、
三
七
ア

ー
ル
で
零
細
農
家
の
代
名
詞
で
あ
る
五
反
百
姓
に
お
よ
ば
な
い
実
情
で
あ
る
。

　
農
業
総
生
産
額
は
、
五
億
円
程
度
で
こ
の
四
二
・
五
響
が
養
蚕
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
第
一
次
産
業
か
ら
得
る
所
得
は
全
体
の
二
二
暫
の
み
で
、

工
業
生
産
額
の
五
億
円
の
中
の
五
八
・
六
響
を
占
め
る
和
紙
の
西
島
を
除
い
て

は
、
出
稼
ぎ
所
得
に
ま
つ
も
の
が
多
い
。
近
年
離
農
お
よ
び
若
年
労
働
者
の
都

市
へ
の
流
出
と
あ
い
ま
っ
て
、
農
業
従
事
者
は
質
的
に
も
量
的
に
も
減
少
し
、

耕
地
面
積
は
桑
園
の
微
増
を
除
い
て
は
、
年
々
減
少
の
方
向
を
た
ど
っ
て
い
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主要経済指標

昭和52年
（目標年次）

　　7．553

昭和45年

　7．111

昭和40年

　　　　8，286

昭和35年

　　　　9．783

単位

人

1，850

　　953

（26。1）

1，501
（4L1）

1，197
（32．8）

　　540

1，843

1，774
（46．5）

　　952

（24。9）

1，085
（28．6）

1，930

1，922
（50。2）

　　863

（22．6）

1，033
（27．1）

　　　167

　　　　2，018

　　　　2，397
　　　（51．1）

　　　　1，241

　　　（26。4）

　　　　1，054
　　　（22．5）

（37年）
　　　　　　　85

戸

人
（％）

人
（％）

人
（％）

154，206157．43792，024

千円

千円

　　　分

人口総数
世帯総数
第1次産業

第2次産業

第3次産業

区

世
　
帯

人
　
口

就
業
人
口

町民1人当たり分配所得

86，68878．76454．825〃

193．240150，000

14，821

277，000254，211

2．004，000430．927

　　　143，000

（37年）

　　　　13，611

（37年）

　　　199，233

　　　144，299

〃

〃

〃

〃

1，786，000702，211552，617〃

15869台

173110〃

　　　184

1，707
（92。6）

　　　80

　　　336

（26．6）

1”

　台
（％）

繭生産額
米麦等生産額

和紙生産額

林業生産額

第1次産業

第2次産業

第3次産業
乗用車（軽四含）

貨物自動車（普通）

貨物自動車（小型）

基
幹
産
業
所
得
額

保
有
台
数

自
動
車

2．361電灯

1．929力電

高
W

用需
K

2．895灯電

212力電

約
　
数

契
　
口

電話普及台数

電力需要量
（45。9現　在）

る
。　

昭
和
四
二
年
の
町
民
所
得
は
、
一
人
当
た
り

二
十
万
三
千
百
四
十
二
円
で
県
平
均
の
七
二
・

四
軒
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
農
業
の

実
態
か
ら
く
る
所
得
格
差
是
正
の
た
め
に
、
工

場
誘
致
条
例
を
制
定
し
、
昭
和
四
二
年
以
降
五

〇
～
一
〇
〇
人
規
模
の
三
工
場
を
町
内
に
分
散

誘
致
し
、
現
在
約
二
〇
〇
名
が
就
業
し
て
い

る
。
現
在
の
就
業
老
は
主
と
し
て
家
庭
の
主
婦

と
、
兼
業
農
家
の
者
が
多
い
の
で
今
後
の
産
業

構
造
の
変
化
に
と
も
な
い
、
未
来
展
望
に
立
っ

た
労
働
力
の
再
配
分
を
想
定
し
、
そ
の
根
本
的

な
解
決
を
図
る
上
で
、
若
い
労
働
力
の
町
内
定

着
を
確
保
す
る
た
め
、
繁
栄
条
例
の
制
定
や
、

町
営
住
宅
の
建
設
、
社
会
教
育
の
充
実
な
ど
積

極
的
な
施
策
の
実
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。

　
次
に
本
町
の
概
要
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
そ

の
主
要
指
標
を
掲
げ
て
お
き
、
詳
細
は
各
編
に

ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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蝋欝

．灘

縷、

下田原上空800mから

　　　一下田原、切石、手打沢、西島一
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中
富
町
の
展
開

あ
す
の
中
富
町
を
考
え
る

　
町
村
合
併
に
よ
る
新
し
い
町
と
し
て
誕
生
し
一
五
年
、
そ
こ
に
は
四
千
年
前

に
さ
か
の
ぼ
る
住
民
の
息
吹
き
が
あ
り
、
百
年
近
い
旧
村
時
代
の
歴
史
が
横
た

わ
り
、
人
々
の
喜
び
悲
し
み
の
足
跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
あ
る
時
は
光
明
に
輝
き
、
ま
た
あ
る
時
は
暗
い
谷
間
に
夜
明
け
を
求
め
、
明

日
に
希
望
を
か
け
て
歩
み
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
変
転
め
ま
ぐ

る
し
い
社
会
、
経
済
の
動
向
の
中
で
、
こ
の
町
を
と
り
ま
く
地
域
社
会
は
、
激

し
い
変
動
期
に
際
会
し
、
幾
多
の
困
難
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
地
域
の
総
合
的
な
経
営
主
体
で
あ
る
町
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
当
面
す

る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
計
画
的
な
行
政
の
運

営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
郷
土
の
歴
史
の
中
に
た
ぎ
っ
て
い
る
魂
を
、
近
代
的
セ
ン
ス
と
能
力
で

開
発
し
、
地
域
格
差
の
背
景
に
あ
る
自
然
的
条
件
、
人
口
の
減
少
、
生
活
環
境

格
差
、
町
財
政
の
貧
困
等
重
要
な
命
題
の
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
現

状
の
把
握
と
分
析
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
厚
く
高
い
壁
を
乗
り
越
え
、
た
と
え
長

い
道
程
で
あ
っ
て
も
、
新
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
前
進
を
つ
づ
け
よ
う
と
、
長

期
総
合
計
画
の
路
線
を
敷
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
ず
そ
の
前
提
と
し
て
中

富
町
総
点
検
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
と
く
に
目
に
つ
く
の
は
町
民
の
所
得

で
あ
る
。

　
昭
和
四
〇
年
の
町
民
個
人
所
得
の
総
額
は
、
二
二
億
八
千
七
百
三
十
四
万
円

で
、
一
人
当
た
り
十
六
万
七
千
四
百
三
十
三
円
（
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
人
口

八
二
八
六
人
）
で
、
日
本
の
国
民
一
人
当
た
り
二
十
二
万
九
千
四
百
九
十
一
円

よ
り
六
万
七
千
五
十
六
円
少
な
く
、
ま
た
、
県
民
一
人
当
た
り
二
十
万
八
千
百

十
七
円
よ
り
四
万
六
百
八
十
四
円
少
な
い
。

　
町
民
所
得
の
三
九
・
九
響
を
占
め
る
勤
労
所
得
は
、
五
億
五
千
百
五
十
五
万

二
千
円
で
、
そ
の
う
ち
農
林
業
の
勤
労
所
得
は
三
・
九
軒
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分

が
第
二
次
、
第
三
次
産
業
か
ら
の
勤
労
所
得
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
目
標
年
次
の
昭
和
五
二
年
に
は
、
一
人
当
た
り
の
所
得
を

五
十
二
万
二
千
円
と
ふ
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
二
五
〇
・
六
響
の
伸
長
率
で
あ

り
、
本
町
で
は
一
〇
年
後
（
昭
和
五
四
年
）
の
一
人
当
た
り
の
所
得
を
三
二
二

・
五
軒
の
伸
び
を
求
め
、
五
十
四
万
円
に
お
い
て
計
画
を
進
め
て
い
る
の
で
あ

る
。　

経
済
成
長
、
物
価
上
昇
を
考
え
る
と
、
一
世
帯
二
百
万
円
以
上
の
所
得
が
な

け
れ
ば
所
得
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
危
機
感
を
払
拭
す
る

の
に
、
ひ
と
つ
は
自
立
で
き
な
い
兼
業
農
家
の
農
地
を
、
自
立
経
営
農
家
に
集

積
し
、
同
時
に
快
適
な
農
村
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
利
用
区
分
を
明
確

化
し
、
道
路
そ
の
他
の
生
活
環
境
施
設
を
積
極
的
に
整
備
す
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
過
疎
現
象
に
対
応
す
る
適
切
な
方
途
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
他
方
既
存
産
業
の
家
内
工
業
的
体
質
を
改
め
て
競
争
力
を
培
養
す
る
た
め
の

構
造
改
善
処
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
公
害
の
な
い
適
切
な
企
業
を
計
画
的
に

誘
致
造
成
し
、
町
内
の
労
働
力
の
適
切
な
配
分
を
図
り
、
人
口
流
出
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、
他
町
村
か
ら
の
町
内
産
業
へ
の
就
労
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
〇
年
度
に
お
い
て
は
、
第
二
次
産
業
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説総

従
事
者
は
二
二
・
六
軒
（
八
六
三
人
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
四
一
齎
（
一
五
〇

〇
人
）
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
緑
に
包
ま
れ
た
美
し
い
自
然

と
の
調
和
の
中
に
、
公
害
の
な
い
近
代
産
業
の
発
展
こ
そ
「
美
し
く
、
楽
し

く
、
豊
か
に
住
め
る
中
富
町
」
の
理
想
像
で
あ
る
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
別
項
で
述
べ
る
が
、
太
陽
と
、
緑
と
オ
ゾ
ン
を
供
給
し
、

都
市
化
し
な
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
、
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
え
る
健
全
な
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
開
発
を
進
め
、
老
人
、
婦
女
子
の
憩
い
の
場
だ
け
で
な

く
、
青
少
年
の
育
成
の
場
と
し
て
そ
の
体
勢
づ
く
り
を
お
し
す
す
め
る
。

　
た
と
え
山
が
障
壁
と
な
ろ
う
と
も
、
耕
土
が
狭
少
で
あ
っ
て
も
、
祖
先
た
ち

が
喜
怒
哀
楽
の
歴
史
の
中
で
守
り
育
て
て
き
た
こ
の
郷
土
に
愛
着
を
も
つ
と
と

も
に
、
そ
れ
を
さ
ら
に
り
っ
ば
な
も
の
と
し
て
次
の
世
代
に
引
ぎ
継
ぐ
責
務
を

感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
四
年
一
月
制
定
し
、
四
五
年
六
月
改
定
し
た
「
中
富
町
繁
栄
条
例
」

は
、
こ
の
中
富
の
将
来
が
青
少
年
の
育
成
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
町
を
挙
げ

て
痛
感
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
子
を
持
つ
親
へ
、
町
内
定
着
の
若
者
へ
の

大
き
な
期
待
を
か
け
て
の
、
愛
町
運
動
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

災
害
と
た
た
か
う

幽、

然
環
境
と
本
県
の
宿
命

　
本
県
は
、
周
囲
を
二
千
屑
か
ら
三
千
耕
級
の
高
峻
な
山
岳
を
も
っ
て
囲
ま

れ
、
し
か
も
八
O
．
軒
が
山
林
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
八
齎
が
傾
斜
三
〇
度
以
上

の
崩
壊
し
や
す
い
地
形
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
山
地
を
水
源

と
す
る
河
川
は
き
わ
め
て
短
く
、
し
た
が
っ
て
河
川
勾
配
は
は
な
は
だ
し
く
急

で
大
災
害
の
原
因
を
な
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
こ
と
は
気
象
関
係
に

も
直
接
現
わ
れ
て
、
台
風
来
襲
時
に
は
想
像
以
上
の
局
地
豪
雨
を
も
た
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
ね

い
る
。
ま
た
、
地
殻
の
侵
蝕
輪
廻
か
ら
見
て
も
、
最
も
荒
廃
し
や
す
い
壮
年
期

の
地
形
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
洪
水
が
加
わ
る
と
大
小
の
山
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
あ

る
い
は
河
川
の
は
な
は
だ
し
い
侵
蝕
を
起
こ
し
、
こ
の
砂
土
が
一
時
に
下
流
に

押
し
出
し
、
災
害
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
地
質
も
ま
た
崩
壊
し
や
す
い
秩
父
古
生
層
、
中
生
代
小
仏
層
、
新
生
第
三
紀

御
坂
層
、
第
四
紀
洪
積
層
、
火
成
岩
層
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
地
層
に
含
ま
れ
て

　
　
け
つ

い
る
頁
岩
、
粘
板
岩
、
千
枚
岩
の
よ
う
に
風
化
し
て
粘
土
に
な
り
や
す
い
も

の
、
滑
り
や
す
い
も
の
、
ま
た
石
灰
岩
の
よ
う
に
水
蝕
に
弱
い
も
の
、
風
化
す

れ
ば
粒
状
の
砂
に
な
り
、
山
腹
崩
壊
の
主
因
と
な
る
も
の
な
ど
、
一
般
に
も
ろ

い
地
盤
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
主
要
河
川
に
流
入
す
る
大
小
無
数
の
支

流
小
河
川
は
、
い
ず
れ
も
高
い
山
岳
に
源
を
発
し
、
地
形
、
地
質
、
気
象
な
ど

の
悪
条
件
の
中
で
、
豪
雨
、
暴
風
雨
時
に
は
、
多
量
の
土
石
流
と
な
り
、
天
井

川
と
な
り
、
大
災
害
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
質
上
か
ら
見
て

も
、
は
な
は
だ
不
利
な
立
地
条
件
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
富
士
山
の
噴
火
は
、
有
史
以
来
二
七
回
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
実
際
災
害
を

被
っ
た
地
域
は
、
比
較
的
限
ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
豪
雨
、
暴
風
雨

に
よ
る
風
水
害
は
き
わ
め
て
ひ
ん
ば
ん
で
あ
り
、
激
甚
で
「
地
震
、
雷
、
火

事
」
よ
り
こ
わ
い
恐
し
い
も
の
は
、
台
風
の
も
た
ら
す
災
害
で
ま
っ
た
く
避
け

が
た
い
宿
命
的
年
中
行
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
後
嵯
峨
天
皇
の
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
の
こ
ろ
「
鰍
沢
方
面
被
害
甚
だ
し
」

と
七
〇
〇
年
以
前
の
記
録
が
あ
る
が
、
県
下
の
風
水
害
は
景
行
天
皇
の
時
代
か
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ら
数
え
て
、
ひ
ど
い
も
の
だ
け
で
も
二
〇
〇
回
以
上
に
お
よ
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
天
文
二
（
一
五
四
二
）
年
の
大
洪
水
を
起
点
に
、
武
田
信
玄
の
治
水
工

事
が
本
格
的
に
は
じ
ま
り
、
明
治
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
八
年
、
二
年
、
一

四
年
、
一
五
年
、
一
八
年
と
、
ほ
と
ん
ど
三
年
お
き
に
大
災
害
を
被
り
、
本
県

の
民
謡
「
粘
土
節
」
の
誕
生
を
み
た
よ
う
に
、
堤
防
改
修
が
為
政
者
の
国
を
治

め
る
大
ぎ
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
工
法
が
普
及
し
た
現
在
の
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
先
人
の
功
績
は
各
地
の
堤
と
し
て
そ
の

光
を
放
っ
て
い
る
。

二
、
本
町
の
特
質

　
本
県
の
風
水
害
が
は
げ
し
い
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
地
質
、
地
形
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
本
町
も
ま
た
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
第
一
に
本
町
の

河
川
は
富
士
川
、
早
川
を
本
流
と
し
、
こ
れ
に
一
級
河
川
だ
け
で
一
三
を
数
え

る
が
、
何
れ
も
流
路
の
傾
斜
が
は
な
は
だ
し
く
、
豪
雨
の
際
は
水
流
が
強
勢
な
た

め
山
地
岩
壁
を
破
壊
し
、
巨
石
、
礫
岩
を
流
し
て
被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
。

　
第
二
に
は
地
盤
の
も
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。
凝
灰
岩
層
、
曙
礫
岩
層
、
火
山
砕

屑
岩
層
、
泥
岩
頁
岩
等
、
豪
雨
に
な
る
と
す
べ
り
落
ち
た
り
、
崩
壊
し
て
河
道

を
せ
ば
め
た
り
し
や
す
い
。

　
第
三
に
は
、
平
時
は
水
量
が
少
な
い
が
、
運
搬
さ
れ
た
土
砂
の
た
め
、
天
井

川
に
な
り
、
豪
雨
の
際
、
た
ち
ま
ち
は
ん
濫
を
招
く
の
で
あ
る
。

　
第
四
は
、
百
川
帰
一
し
て
富
士
川
と
な
る
。
集
中
性
の
水
系
の
た
め
短
時
間

に
、
い
わ
ゆ
る
の
み
き
れ
な
い
状
況
を
呈
し
て
危
険
水
位
が
上
が
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。

　
1
、
明
治
時
代
の
風
水
害

　
　
　
明
治
に
発
生
し
た
風
水
害
で
最
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
の
は
、
明
治

　
四
〇
年
八
月
二
二
日
～
二
八
日
（
降
水
量
三
二
六
f
）
と
同
四
三
年
八
月

　
六
日
～
一
一
日
（
降
水
量
三
七
〇
、
、
ジ
）
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
本
町
の
み
で
な
K
県
下
全
域
に
わ
た
り
、
　
「
五
〇
万

　
県
民
挙
げ
て
死
地
に
陥
っ
た
大
厄
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
未
曽
有

　
の
大
水
害
は
、
明
治
維
新
後
約
二
〇
年
間
の
山
林
乱
伐
に
基
因
す
る
と
こ

　
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
、
明
治
四
四
年
御
料
林
（
現
恩
賜
県
有
林
）
の
下
賜

　
が
あ
り
、
治
山
治
水
対
策
と
し
て
造
林
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
ぎ
た
の

　
で
あ
る
。
こ
の
水
害
は
、
富
士
川
沿
い
の
部
落
が
ひ
ど
く
、
西
島
、
手
打

　
沢
、
下
田
原
、
八
日
市
場
地
区
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

2
、
大
正
時
代

　
　
明
治
四
〇
年
、
四
三
年
の
大
水
害
を
契
機
に
森
林
育
成
に
努
め
た
結
果

　
こ
の
年
代
に
至
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
効
果
が
現
わ
れ
、
台
風
の
上
陸
は
毎

　
年
あ
っ
た
が
比
較
的
大
水
害
も
な
か
っ
た
。

3
、
昭
和
初
期

　
　
明
治
の
大
水
害
以
降
、
治
山
治
水
の
思
想
は
高
揚
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も

　
な
い
諸
般
の
施
策
も
推
進
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
一
〇
年
九
月
二
一
日
～
二

　
六
日
の
雨
台
風
に
よ
る
も
の
を
除
い
て
、
初
期
に
あ
っ
て
は
全
町
的
な
大

　
災
害
は
な
か
っ
た
。
た
だ
こ
の
雨
台
風
は
総
雨
量
四
一
九
f
桝
と
高
く
、

特
に
手
打
沢
の
旧
県
道
沿
い
の
住
居
の
大
半
は
、
欠
壊
流
失
し
そ
の
惨
状

　
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
っ
た
。

4
、
最
近
の
台
風
災
害

　
　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
比
較
的
大
水
害
も
な
く
す
ん
だ
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
さ
い
し
、
戦
中
戦
後
を
通
じ
て
森
林
の
乱
伐
、
食
糧

増
産
の
た
め
の
急
傾
斜
山
林
の
開
墾
な
ど
に
よ
り
、
山
の
状
況
は
悪
化
し

37



説総

昭
和
二
二
年
に
は
、
カ
ス
リ
ソ
台
風
、
二
一
二
年
に
は
ア
イ
オ
ソ
台
風
、
二

　
四
年
に
は
キ
テ
イ
、
デ
ラ
台
風
等
に
よ
っ
て
各
地
に
被
害
を
受
け
た
が
、

遂
に
昭
和
三
四
年
、
四
一
年
と
本
町
災
害
史
上
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら

　
し
た
台
風
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

ω
　
七
号
台
風
の
概
況

　
　
昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
午
後
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
、
前
線
活
動
に

　
よ
る
大
雨
が
降
り
、
富
士
川
を
は
じ
め
各
河
川
が
か
な
り
増
水
し
て
い
た

　
と
こ
ろ
へ
、
七
号
台
風
の
襲
来
と
な
っ
た
の
で
明
治
四
〇
年
以
来
の
大
水

　
害
と
な
っ
た
。
台
風
の
速
度
が
速
く
、
衰
え
ず
に
八
月
一
四
日
午
前
六
時

　
半
ご
ろ
駿
河
湾
か
ら
上
陸
、
富
士
川
に
沿
っ
て
北
上
、
本
町
も
そ
の
進
路

　
と
な
っ
た
の
で
、
瞬
間
最
大
風
速
四
三
・
二
耕
に
達
し
、
最
大
雨
量
六
〇

　
〇
デ
（
甲
南
中
学
校
観
測
二
五
二
、
、
ヅ
）
甲
府
地
方
気
象
台
創
立
以
来
と
い

　
う
空
前
の
大
暴
雨
と
な
り
、
本
町
に
あ
っ
て
も
国
道
を
は
じ
め
、
町
道
そ

　
の
他
主
要
路
線
は
崩
壊
し
、
河
川
の
は
ん
濫
、
橋
梁
の
流
失
、
家
屋
の
倒

　
壊
、
農
産
物
の
損
傷
な
ど
ま
こ
と
に
ひ
ど
い
状
況
を
呈
し
、
そ
の
被
害
総

　
額
は
四
億
九
千
万
円
に
お
よ
び
、
特
に
四
名
の
死
者
を
も
出
し
た
ほ
ど
で

　
あ
っ
た
。

＠
　
一
五
号
台
風
の
概
況

　
　
台
風
七
号
の
恐
怖
が
ま
だ
消
え
去
ら
ず
、
大
災
害
の
傷
跡
も
生
々
L
い

　
九
月
二
六
日
夜
半
、
超
大
型
台
風
（
伊
勢
湾
台
風
）
が
来
襲
し
全
県
に
わ

　
た
り
、
最
大
雨
量
四
八
七
f
、
平
均
最
大
風
速
二
九
・
八
耕
、
瞬
間
最
大

　
風
速
三
七
・
二
層
に
達
す
る
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

　
　
こ
の
台
風
被
害
の
特
徴
は
、
水
害
よ
り
も
む
し
ろ
風
害
に
よ
る
も
の
が

　
大
き
く
、
強
風
は
三
時
間
余
に
お
よ
び
、
風
速
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
以

　
上
に
風
害
を
受
け
た
。
し
た
が
っ
て
家
屋
の
倒
壊
、
損
壊
が
多
か
っ
た
、

　
本
町
の
被
害
状
況
は
、
重
軽
傷
五
人
、
家
屋
の
全
壊
五
二
戸
、
流
失
一

　
戸
、
半
壊
二
一
四
戸
、
田
畑
の
流
失
一
一
診
、
道
路
の
欠
壊
三
三
か
所
、

　
橋
梁
の
流
失
四
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

の
　
台
風
二
六
号
に
つ
い
て

　
　
昭
和
四
一
年
九
月
二
一
二
日
に
発
生
し
た
台
風
二
六
号
は
、
漸
次
発
達
し

　
て
速
度
も
四
〇
キ
。
か
ら
六
〇
キ
。
と
な
り
、
発
生
か
ら
わ
ず
か
二
日
後
の
二

　
五
日
零
時
に
静
岡
県
御
前
崎
付
近
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
ス
ピ
ー

　
ド
を
は
や
め
、
午
前
一
時
ご
ろ
本
県
南
部
に
は
い
り
、
富
士
山
の
西
側
か

　
ら
本
町
を
か
す
め
た
。
通
過
時
間
わ
ず
か
二
時
間
の
短
時
間
で
あ
っ
た

　
が
、
降
雨
量
は
一
時
間
に
一
〇
〇
デ
を
こ
え
る
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た

　
た
め
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
大
被
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
そ
し
て
そ
の
復
旧
事
業
は
、
公
共
土
木
の
八
三
件
、
二
億
二
百
五
十
九

　
万
円
、
農
地
関
係
八
四
件
、
三
千
二
百
八
十
二
万
円
、
農
業
用
施
設
一
六

　
六
件
、
三
億
六
百
九
十
六
万
円
の
巨
額
の
費
用
を
要
し
、
そ
れ
に
昭
和
四

　
三
年
八
月
二
九
日
台
風
一
〇
号
の
分
ま
で
加
え
る
と
七
億
近
い
事
業
費
に

　
な
る
。

　
　
こ
の
た
び
重
な
る
災
害
か
ら
ぬ
け
出
よ
う
と
約
五
年
間
、
被
害
者
の
努

　
力
と
、
国
・
県
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
総
力
を
挙
げ
て
の
強
力
な
措
置

　
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
復
旧
改
良
工
事
は
一
応
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
町
誌
に
も
、
い
く
つ
か
の
生
々
し
い
写
真
を
掲
げ
、
悲
惨
な
記
録

　
を
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
復
旧
な
っ
た
護
岸
や
橋
梁
、
道
路
等
が
、
地
域

　
の
安
全
と
、
産
業
・
文
化
・
交
通
に
多
大
の
寄
与
を
な
し
て
い
る
こ
と
を

　
信
じ
な
が
ら
、
今
後
の
災
害
の
根
絶
と
町
繁
栄
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
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る
。

過
疎
の
中
に
生
き
る

　
山
と
と
も
に
育
ち
、
山
を
友
と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
郷
土
中
富
、
そ
こ
に
は

き
び
し
い
自
然
の
お
き
て
に
苦
し
み
、
や
さ
し
い
自
然
の
愛
に
ほ
ほ
え
ん
だ
人

間
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
里
人
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
こ
の
自
然
と
の
戦
い
を
通
し
て
不
屈
の
根
性
を

培
い
、
出
稼
人
と
し
て
生
活
領
域
を
広
げ
、
ま
た
狭
い
耕
土
に
挑
戦
し
て
「
耕

し
て
天
に
至
る
」
意
欲
を
燃
や
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
い
ま
経
済
の
高
度
成
長

の
中
で
、
農
山
村
人
口
の
加
速
度
的
な
減
少
は
、
農
村
ら
し
か
ら
ぬ
農
村
を
生

み
出
し
、
人
口
減
の
ナ
ダ
レ
現
象
は
本
町
に
も
押
し
よ
せ
、
昭
和
三
五
年
か
ら

四
〇
年
の
人
口
減
少
率
一
〇
響
以
上
の
全
国
町
村
八
五
八
の
仲
問
入
り
を
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
農
民
や
農
家
の
分
類
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
れ
ば
、

「
減
る
農
民
、
減
ら
ぬ
農
家
」
と
い
う
農
業
構
造
を
現
出
し
、
勤
労
所
得
の
約

四
響
に
過
ぎ
な
い
農
業
収
入
の
農
家
に
転
落
L
、
生
産
性
の
低
さ
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。

　
過
疎
は
、
現
在
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
た
概
念
の
も
と
に
認
識
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
経
済
審
議
会
で
は
『
過
疎
』
を
、
「
人
口
減
少
の
た
め
に
一

定
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
状
態
、
た
と
え
ば
防
災
、

教
育
、
保
健
な
ど
の
地
域
社
会
の
基
礎
的
条
件
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
そ
れ

と
と
も
に
資
源
の
合
理
的
利
用
が
困
難
と
な
っ
て
、
地
域
の
生
産
機
能
が
著
し

く
低
下
す
る
。
」
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
人
口
減
少
の
結
果
、
人
口
密
度

が
低
下
し
、
年
齢
構
成
の
老
齢
化
が
進
み
、
従
来
の
生
活
パ
タ
ー
ン
の
維
持
が

困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
で
は
、
過
疎
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
法
律
で
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
ふ
ま
え
て
次
の
二
つ
の
要
件
に
該
当
す
る
市
町

村
を
「
過
疎
地
域
」
と
し
て
各
種
特
別
措
置
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。　

ω
　
昭
和
四
〇
年
の
国
勢
調
査
人
口
の
昭
和
三
五
年
対
比
減
少
率
、
一
〇
響

　
　
以
上
。

　
ω
　
昭
和
四
一
年
度
か
ら
昭
和
四
三
年
度
ま
で
の
財
政
力
指
数
の
平
均
値
、

　
　
四
〇
響
未
満
。

　
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
過
疎
地
帯
と
は
、
こ
れ
ま

で
に
い
わ
れ
た
辺
地
と
か
、
へ
き
地
と
は
本
質
的
に
異
っ
た
立
場
か
ら
把
握
さ

れ
る
べ
き
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
過
疎
」
は
社
会
の
発
展
に
伴

っ
て
生
ず
る
新
し
い
社
会
構
造
的
変
革
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
。
辺
地
ま
た
は

へ
き
地
も
法
規
上
の
こ
と
ば
で
は
な
い
が
、
こ
の
方
は
地
域
の
距
離
的
条
件
、

交
通
事
情
、
経
済
文
化
的
条
件
な
ど
か
ら
示
す
も
の
で
、
山
間
部
や
、
離
島
な

ど
が
該
当
す
る
場
合
が
多
い
が
、
実
際
に
は
、
へ
き
地
地
帯
が
過
疎
現
象
を
お

こ
す
こ
と
は
、
そ
の
構
造
化
か
ら
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
過
疎
化
現
象
は
、
直
接
人
口
密
度
を
指
す
も
の
で
な
く
、
一
定

の
時
点
に
お
け
る
減
少
傾
向
を
と
り
あ
げ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
人
口
密
度
か
ら
す
れ
ば
別
表
に
示
す
よ
う
に
、
本
町
は
山
梨
県
平
均
よ
り
密

で
あ
る
。

　
た

の
当
度

と
2
m
密

ご
球
り

町

山梨県
　　170．9人

中富町
　　193．1人

鰍沢町
　　　146．9人

早川町
　　　　17．7人

　
人

　
9

　
ヨ

町
9

延身

六郷町
　　　387．○人

下部町
　　　82．3人
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従
っ
て
人
口
密
度
か
ら
す
れ
ば
、
「
適
疎
」
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
る
と
い
え

る
。　

さ
て
、
戦
時
中
一
時
よ
そ
か
ら
疎
開
し
て
き
た
者
や
、
各
地
か
ら
復
員
し
た

も
の
が
ふ
る
さ
と
の
地
で
生
活
で
き
る
ほ
ど
こ
の
地
域
の
立
地
条
件
が
よ
く
も

な
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
そ
の
人
だ
ち
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
産
業
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
人
だ
ち
は
東
京
や
横
浜
方
面
に
、
新
し
い
生
活
の
場

を
求
め
て
、
ふ
る
さ
と
を
去
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地
域
だ
け
に

限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
山
梨
県
が
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

河
内
地
方
は
、
県
内
で
も
最
も
激
し
く
人
口
が
減
少
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

　
中
富
町
発
足
後
も
国
の
経
済
が
急
激
に
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
都
市
と
農
村

と
の
所
得
格
差
が
広
が
り
、
都
市
へ
の
集
中
化
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
今
ま
で
た
ん
に
、
出
稼
ぎ
的
人
口
移
動
か
ら
家
族
ぐ
る
み
の
流
出
が
は
じ

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
人
口
の
減
少
を
出
生
率
で
み
る
と
き
は
、
昭
和
三
五
年
一
・
五
齎
、
同
四
二

年
一
・
四
響
と
出
生
に
あ
っ
て
は
極
端
な
差
は
な
く
、
死
亡
率
か
ら
考
え
て
も

そ
の
自
然
減
は
、
漸
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
人
口
の
転
出
と
転
入
を
差
引

い
た
社
会
減
は
、
昭
和
三
五
年
に
二
二
響
、
同
四
二
年
に
は
三
二
響
と
激

減
し
、
こ
の
事
実
が
過
疎
現
象
を
呈
す
る
原
因
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

転
出
の
年
齢
層
は
、
漸
次
若
年
層
に
多
く
な
り
、
町
内
の
年
齢
構
成
は
老
齢
化

を
示
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
的
、
経
済
的
基
礎
が
ぐ
ら
つ
く
、
い
わ
ゆ
る
全
国
的
な
過

疎
現
象
を
本
町
に
み
る
と
き
、
次
の
よ
う
な
条
件
が
原
因
を
な
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

－
、
河
内
職
人
の
代
表
的
な
地
域
で
、
昔
か
ら
出
稼
ぎ
職
人
が
多
か
っ
た
。

法適用過疎町村

人口密度
（人／㎞）

41年度～43年
度3か年間平
均財政力指数

人口減少率
40年／35年
　　（％）

口人

40年国調35年国調

区分

市町村名

61．7

39．9

16．6

31．9

39．3

193。1

19．4

60．7

85．4

184．0

34．8

60．2

82．3

58．3

O．202

0．216

0．208

0．113

0．089

0．185

0．154

△23．21

△19．6

△18・1i

△17・9

△16．3

0．129

0．202

0．205

0．162

0．235

0．247

0．181

△15．3

　　
△13・O

△12．51

△11．6

△1L4
△11．2

△10，6

△10。6

△13．81

3，714

5，370

2，251

　1，659

　1，452

8，286

1，966

2，717

8，742

5，304

2，761

10，482

10，758

65，462

4，834

6，677

2，750

2，021

1，734

9，783

2，261

3，105

9，892

5，988

3，108

11，727

12，028

75，908

村
町
村
村
村

川
州
富
菅
川

武
白
三
小
芦

町
村
村
町
村

　
山

富
　
　
山
丘
野

　
波

中
丹
秋
牧
明

村
町
町
　
計

志
玉
部

道
須
下
小

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

2
1
3
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2
、
土
地
の
狭
隆
か
ら
遺
産
相
続
は
長
子
単
身
の
相
続
が
通
例
で
、
民
法
改
正

　
後
も
次
男
以
下
に
は
魅
力
が
な
い
。

3
、
農
業
は
近
代
化
さ
れ
る
方
向
に
は
あ
る
が
、
ま
だ
必
ず
し
も
採
算
の
と
れ

　
る
ま
で
に
は
い
っ
て
い
な
い
。

4
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
で
、
地
域
の
人
に
も
都
市
的
意
識
が
高
ま
っ
た
。

5
、
交
通
、
通
信
等
、
情
報
活
動
の
発
達
で
若
い
人
た
ち
の
価
値
観
に
、
ギ
ャ

　
ッ
プ
が
生
じ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
新
し
い
時
代
の
波
が
過
疎
と
い
う
現
象
で
お
し
よ
せ
て
来
た
今

日
、
私
だ
ち
は
そ
の
ま
ま
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
失
わ
れ
ゆ
く
ふ
る

さ
と
を
、
も
う
一
度
総
点
検
し
て
生
き
抜
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

過
疎
対
策
の
方
向

－
、
中
富
町
の
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
農
林
業
を
採
算
の
と
れ
る
産
業
と
し

　
て
育
成
す
る
。

2
、
和
紙
工
業
を
中
心
に
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
。

3
、
適
切
な
工
場
を
分
散
誘
致
し
て
、
労
働
力
の
有
効
配
分
を
考
え
る
。

4
、
豊
か
な
自
然
を
保
護
利
用
し
て
、
都
会
人
の
い
こ
い
の
場
を
提
供
す
る
。

5
、
学
校
統
合
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
る
。

6
、
町
営
の
各
種
住
宅
を
逐
次
建
設
し
て
住
民
生
活
の
安
定
を
図
る
。

7
、
若
い
者
の
、
町
を
興
す
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
各
種
施
設
を
整
備
す
る
。

8
、
総
合
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
道
路
網
の
整
備
を
優
先
す
る
。

9
、
地
域
住
民
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

　
集
落
の
再
編
成
を
考
慮
す
る
。

　
農
村
の
人
口
流
出
に
は
、
そ
の
地
帯
の
実
情
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
冬
季
積
雪
な
ど
の
た
め
一
定
期
間
他
出
し
、
は
な
い
が

耕
地
面
積
が
大
き
い
た
め
夏
季
農
繁
期
に
は
必
ず
帰
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
か
、
ま
た
別
の
地
帯
で
は
、
よ
い
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
耕
地
面

積
が
比
較
的
に
小
さ
い
上
に
機
械
化
に
よ
る
労
働
力
の
余
剰
か
ら
そ
の
流
失
が

起
こ
る
場
合
等
が
あ
る
が
、
本
町
な
ど
は
耕
地
が
狭
く
（
平
均
反
別
三
七
曜
）

そ
の
上
傾
斜
地
が
多
い
た
め
、
そ
れ
か
ら
く
る
所
得
が
低
い
。
そ
れ
ら
の
格
差

を
う
め
合
わ
せ
る
の
に
、
他
に
現
金
収
入
を
求
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
生
活
が
向
上
す
る
に
つ
れ
て
、
他
郷
に
あ
っ
て
生
活
の
活
路
を
求
め
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

　
本
町
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
繁
栄
条
例
」
を
制
定
し
て
出
産
の
奨
励

に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
人
口
減
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
社
会
減
を
く
い
と
め

る
た
め
の
方
策
を
、
昭
和
四
五
年
度
を
初
年
度
と
し
て
発
足
す
る
「
長
期
総
合

計
画
」
の
大
き
な
柱
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
に
お
い
て
は
、
住
居
で
も
職
場
で
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
第
三
の
空
間
が

拡
大
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
社
会
的
地
位
や
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
た
匿
名
の
個

人
的
立
場
で
行
動
で
き
、
そ
の
こ
と
が
若
者
の
一
つ
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
反
面
社
会
連
帯
意
識
を
薄
め
、
秩
序
や
責
任
を
軽
視
す
る
傾
向
を
助
長
し

て
い
る
。

　
就
職
、
進
学
に
よ
る
青
少
年
層
の
ふ
る
さ
と
離
脱
を
防
ぐ
た
め
、
こ
の
総
合

計
画
書
の
中
に
は
、
県
立
農
業
大
学
校
進
学
の
奨
励
金
支
給
、
地
場
産
業
就
職

者
へ
の
助
成
金
な
ど
の
支
給
規
程
を
定
め
、
さ
き
の
繁
栄
条
例
の
中
に
織
り
込

み
、
昭
和
四
五
年
度
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
住
民
人
口
の
再
生
産
が
困
難
に
な
る
よ
う
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な
人
口
構
成
、
構
造
に
た
ち
い
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
な
地
域
機
能
が

低
下
す
る
状
態
を
来
た
し
、
や
が
て
本
町
で
み
る
よ
う
な
農
業
生
産
の
困
難
、

粗
放
化
と
進
み
、
地
域
社
会
の
基
礎
的
条
件
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。

　
社
会
的
災
害
に
破
壊
さ
れ
よ
う
と
す
る
こ
の
町
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
、

新
し
い
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
地
域
の
人
は
決
し
て
将
来
を
悲
観
し
て

は
い
な
い
。
先
年
行
な
っ
た
「
山
村
住
民
の
意
向
」
調
査
で
も
、
　
「
自
分
の
村

が
今
後
発
展
す
る
」
と
み
る
も
の
が
三
九
暫
、
「
現
状
維
持
」
が
五
〇
軒
、
　
「
衰

退
す
る
」
が
一
一
軒
と
い
う
統
計
的
な
結
論
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

将
来
に
対
し
そ
れ
ほ
ど
の
危
機
感
を
覚
え
て
い
な
い
地
域
住
民
に
、
福
祉
の
た

め
の
あ
た
た
か
い
行
政
の
手
を
さ
し
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

広
域
行
政
の
方
向

　
昭
和
三
一
年
九
月
末
で
町
村
合
併
法
が
失
効
（
三
年
間
の
時
限
立
法
）
し
た

時
に
は
、
九
千
五
百
八
十
二
あ
っ
た
町
村
が
三
千
四
百
七
十
七
に
激
減
、
さ
ら

に
そ
の
後
も
特
例
法
な
ど
で
減
り
続
け
、
今
日
現
在
（
四
六
年
二
月
一
〇
日
）

で
五
百
九
十
四
市
、
千
九
百
九
十
六
町
、
六
百
七
十
六
村
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
零
細
な
町
村
が
整
理
統
合
さ
れ
、
財
政
の
建
て
直
し
に
向
か
っ
て

き
た
現
在
、
人
口
移
動
・
交
通
・
通
信
手
段
の
発
達
・
社
会
経
済
の
進
展
は
異

常
と
も
い
う
べ
き
ほ
ど
の
急
激
で
あ
り
、
か
つ
、
大
規
模
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
従
来
の
伝
統
的
行
政
空
間
の
狭
隆
化
を
も
た
ら
し
、
地

方
行
政
の
広
域
化
が
必
要
と
な
り
、
自
治
省
は
昭
和
四
四
年
か
ら
広
域
市
町
村

圏
の
設
定
に
乗
り
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
広
域
化
と
い
う
概
念
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
市
町
村
の
区
域
を
越

え
た
生
活
圏
合
併
で
あ
り
、
自
治
省
は
全
国
を
約
三
百
五
十
の
広
域
市
町
村
圏

に
分
け
、
効
率
的
に
公
共
投
資
を
進
め
住
民
の
生
活
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
過
疎
町
村
に
も
そ
の
気
運
が
盛
り
あ
が
り
、
富
士
川
を
は
さ

ん
で
の
西
八
代
郡
と
南
巨
摩
郡
を
一
丸
と
し
た
「
峡
南
広
域
行
政
圏
」
の
設
定

に
動
い
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
一
足
と
び
に
町
村
合
併
に
進
む
も
の
で
は
な
く
、
町

村
行
政
区
画
は
そ
の
ま
ま
で
、
い
ま
の
一
部
事
務
組
合
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

よ
う
な
形
の
上
で
開
発
の
推
進
に
当
て
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
次
の
よ
う
な
計
画
を
主
体
と
し
て
策
定
に
と
り
か
か
り
、
昭
和
四
六

年
度
自
治
省
の
認
可
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
峡
南
広
域
圏
プ
ラ
ン

　
一
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　
　
圏
域
内
の
社
会
的
経
済
的
連
け
い
を
強
化
し
て
、
広
域
生
活
圏
を
形
成
す

　
る
た
め
に
、
道
路
網
の
整
備
・
充
実
を
行
な
う
。

　
二
、
消
防
防
災
計
画

　
　
常
設
消
防
は
一
部
事
務
組
合
方
式
に
よ
っ
て
設
置
す
る
。

　
三
、
生
活
環
境
整
備
計
画

　
　
ご
み
処
理
・
不
燃
物
処
理
・
し
尿
処
理
・
火
葬
場
の
共
同
設
置

四
、
保
健
衛
生
整
備
計
画

　
　
医
療
機
関
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
総
合
病
院
の
高
度
な
施
設
整
備
と
、

圏
域
内
の
無
医
地
区
に
対
す
る
患
者
輸
送
車
の
配
置
。
常
備
消
防
の
配
置
に
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伴
う
緊
急
業
務
体
制
の
確
立
を
は
か
る
。

五
、
社
会
福
祉
整
備
計
画

　
圏
域
内
は
老
人
人
口
が
高
率
の
た
め
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
共
同
設
置
。

六
、
教
育
文
化
整
備
計
画

　
　
住
民
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ッ
広
場
を
設
置
し
、
圏
域
内
住
民
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
を
確
保
す
る
。

七
、
行
政
の
合
理
化

←D

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
、
共
同
計
算
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
こ
れ

　
　
に
伴
い
、
税
務
・
水
道
・
給
与
・
統
計
業
務
等
の
共
同
処
理
化
を
は
か

　
　
る
。

＠
　
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ザ
ー
等
を
共
同
購
入
し
、
崩
壊
し
や
す
い
町
村
道
の

　
　
整
備
を
は
か
る
。

の
　
職
員
の
共
同
研
修
と
人
事
交
流
。

　
⑭
　
用
地
取
得
の
共
同
化
を
は
か
る
た
め
開
発
事
業
団
を
設
置
す
る
。

㈲
　
行
政
機
関
を
広
域
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
公
平
委
員
会
・

　
　
教
育
委
員
会
な
ど
を
共
同
設
置
L
て
事
務
の
高
率
化
を
は
か
る
。

過
疎
地
域
対
策
を
内
蔵
し
て
発
想
し
た
こ
の
広
域
市
町
村
圏
構
想
が
、
新
し

い
住
民
意
識
の
芽
生
え
の
中
で
、
一
体
的
開
発
の
道
を
歩
み
つ
つ
、
公
害
の
な

い
緑
豊
か
な
生
活
圏
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。

振
興
計
画
の
概
要

　
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」

も
該
当
町
と
し
て
自
治
大
臣
に
よ
っ
て
公
示
さ
れ
た
の
で
、

に
基
づ
き
、
本
町

さ
き
に
策
定
さ
れ

た
「
長
期
総
合
計
画
」
を
ふ
ま
え
な
が
ら
「
過
疎
地
域
振
興
計
画
」
を
立
て
、

九
月
に
は
町
議
会
に
お
い
て
議
決
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
計
画
の
実
現
は
本
町
第
二
れ
い
明
期
へ
の
始
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

実
施
計
画
の
概
要

　
一
、
計
画
期
間

　
　
昭
和
四
五
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
五
か
年
間

　
二
、
主
要
施
策

　
　
O
交
通
通
信
体
系
の
整
備

　
　
1
、
基
幹
町
道
一
〇
キ
。
、
そ
の
他
町
道
一
五
キ
。
を
改
良
す
る
。

　
　
2
、
町
道
舗
装
は
基
幹
町
道
を
優
先
し
て
、
五
年
間
に
三
五
キ
。
実
施
す

　
　
　
る
。

　
　
3
、
橋
は
一
八
箇
所
改
良
す
る
。

　
　
4
、
農
道
は
四
キ
・
新
設
改
良
す
る
と
と
も
に
、
一
・
五
キ
・
を
舗
装
す
る
。

　
　
5
、
林
道
を
里
山
開
発
事
業
の
導
入
に
よ
っ
て
六
キ
。
新
設
す
る
。

　
　
6
、
全
町
有
線
放
送
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
：
）
の
設
置
と
、
ス
ク
ー
ル
バ

　
　
　
ス
、
医
療
．
ハ
ス
等
の
中
間
利
用
に
よ
る
中
心
部
落
間
の
町
営
バ
ス
事
業

　
　
　
の
実
施
。

　
以
上
の
計
画
実
施
に
伴
う
総
事
業
費
は
概
算
四
億
八
千
六
百
万
円

　
　
⇔
　
教
育
文
化
施
設
の
整
備

　
　
－
、
一
町
一
校
の
統
合
中
学
校
の
早
期
実
現
を
は
か
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

　
　
　
ー
ト
建
三
六
五
〇
平
方
層
。

　
　
2
、
統
合
中
学
校
の
付
帯
設
備
と
し
て
、
屋
内
体
操
場
鉄
骨
一
一
〇
〇
平

　
　
　
方
耕
、
給
食
施
設
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
建
設
を
す
る
。
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3
、
小
学
校
屋
内
体
操
場
を
静
川
・
西
島
・
原
の
三
校
に
建
設
す
る
。

　
4
、
西
島
・
平
須
・
大
塩
・
矢
細
工
・
切
石
に
公
民
館
ま
た
は
部
落
集
会

　
　
場
を
建
設
す
る
。

　
5
、
町
民
広
場
を
新
設
し
、
こ
れ
に
夜
間
照
明
を
施
設
す
る
。

　
6
、
中
山
に
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。

以
上
教
育
文
化
施
設
等
の
概
算
経
費
は
三
億
一
千
六
百
万
円

　
6
　
生
活
環
境
施
設
等
の
整
備

　
－
、
ご
み
処
理
施
設
を
峡
南
衛
生
組
合
（
四
町
の
事
務
組
合
）
の
中
に
設

　
　
置
す
る
。

　
2
、
未
設
置
地
区
（
下
田
原
）
に
簡
易
水
道
施
設
を
設
け
る
。

　
3
、
老
人
を
対
象
に
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
増
員
す
る
。
　
（
現
在
一
名

　
　
を
二
名
に
）

　
4
、
乳
児
（
三
歳
未
満
児
）
を
収
容
す
る
た
め
、
保
育
所
の
増
築
を
は
か

　
　
り
婦
人
の
労
働
力
を
活
か
す
。

　
5
、
町
営
住
宅
を
六
〇
戸
（
数
か
所
に
分
散
）
建
設
す
る
。

　
6
、
患
者
輸
送
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
導
入
し
て
、
医
療
機
関
と
辺
地
と
の

　
　
間
を
運
行
す
る
。

　
7
、
老
齢
者
の
医
療
費
を
公
費
で
負
担
す
る
。
　
（
当
分
七
五
歳
以
上
）

こ
の
経
費
は
概
算
六
千
五
百
万
円

　
四
　
農
林
業
其
の
他
産
業
の
振
興

　
－
、
養
蚕
協
業
化
の
奨
励

　
2
、
西
島
手
す
き
和
紙
工
業
の
合
理
化
推
進

　
3
、
椎
た
け
・
茶
・
ハ
ウ
ス
園
芸
等
特
殊
産
物
の
奨
励

　
4
、
国
道
沿
い
の
数
か
所
に
町
営
駐
車
場
の
設
置

5
、
定
着
す
る
若
者
の
た
め
に
奨
励
金
の
給
付

6
、
民
宿
村
（
平
須
・
堂
平
）
の
育
成

7
、
里
山
再
開
発
の
実
施

こ
れ
ら
振
興
の
た
め
の
経
費
は
概
算
四
千
万
円

　
山
を
治
め
、
水
を
治
め
る
た
め
に
た
た
か
い
続
け
て
き
た
先
人
た
ち
の
長
い

歴
史
。
中
富
町
も
い
ま
や
新
し
い
時
の
力
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
こ
れ
ら
計
画

が
単
な
る
机
上
プ
ラ
ン
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
希
少
価
値
と
な
っ
た

資
源
を
保
護
し
つ
つ
、
さ
ら
に
後
世
へ
伝
え
る
の
は
現
代
に
生
ぎ
る
人
々
の
使

命
で
あ
る
。

「
繁
栄
条
例
」
の
こ
と

　
近
代
的
な
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
二
〇
年
余
、
い
ま
や
地
方
自
治
は
市

民
の
自
由
の
保
障
と
い
う
こ
と
か
ら
一
歩
前
進
し
て
「
母
の
体
内
か
ら
墓
場
ま

で
」
の
人
間
の
幸
福
を
内
容
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
で
あ

る
。　

人
間
が
月
に
到
着
し
、
生
物
の
生
命
か
ら
い
っ
て
も
、
臓
器
の
移
植
が
可
能

と
な
り
、
石
油
か
ら
食
肉
が
つ
く
ら
れ
、
人
工
飼
料
で
繭
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど

本
町
が
発
足
し
た
当
時
と
比
較
し
て
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
時
点
に
立
っ
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
そ
う
し
た
進
歩
と
並

行
し
て
お
こ
る
人
間
疎
外
の
諸
条
件
を
、
政
治
の
力
で
取
り
除
く
こ
と
で
あ

る
。　

公
害
、
住
宅
難
、
交
通
難
、
こ
れ
ら
過
密
、
過
疎
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
最
近
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と
く
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
別
項
で

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
中
富
町
繁
栄
条
例
」
も
過
疎
化
の
進
行
か
ら
く
る
、
理
論
的
に
は
人
口
零

地
帯
と
な
る
現
況
を
く
い
と
め
、
豊
か
な
町
づ
く
り
と
明
る
い
町
づ
く
り
が
、

同
じ
速
度
で
進
む
人
間
尊
重
の
行
政
を
、
と
の
願
い
か
ら
で
あ
る
。

　
中
富
町
繁
栄
条
例

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
本
町
発
展
の
基
盤
で
あ
る
道
路
網
の
整
備
と
産
業
の
振

　
　
　
興
と
相
ま
っ
て
生
活
の
安
定
を
期
し
、
以
っ
て
定
住
人
口
の
増
加
を
図

　
　
　
り
、
若
い
労
働
力
を
定
着
さ
せ
、
地
域
開
発
と
地
場
産
業
を
育
成
し
、

　
　
　
明
る
い
豊
か
な
町
造
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
手
当
奨
励
金
の
支
給
）

第
二
条
　
出
産
手
当
は
扶
養
者
に
、
結
婚
手
当
は
実
質
的
な
仲
人
に
、
保
育
手

　
　
　
当
は
保
護
者
ま
た
は
扶
養
者
に
、
奨
励
金
は
定
着
者
に
そ
れ
ぞ
れ
支
給

　
　
　
す
る
。

（
支
給
の
範
囲
と
額
）

第
三
条
　
前
条
に
規
定
す
る
出
産
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
は
中
富

　
　
　
町
に
住
所
を
有
し
、
現
住
す
る
も
の
で
、
四
人
目
以
上
の
出
産
児
に
つ

　
　
　
い
て
祝
金
と
し
て
一
〇
、
O
O
O
円
支
給
す
る
。

　
　
2
結
婚
手
当
は
中
富
町
に
定
住
す
る
こ
と
を
確
認
し
婚
姻
を
成
立
さ
せ
た

　
　
　
者
一
組
に
対
し
奨
励
金
と
し
て
五
、
O
O
O
円
支
給
す
る
。

　
　
3
保
育
手
当
は
第
一
項
の
該
当
児
が
保
育
所
に
入
所
し
た
時
に
祝
金
と
し

　
　
　
て
保
育
料
の
全
額
を
支
給
す
る
。

　
　
4
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
本
町
に
定
着
の
上
、
一
定
の
職

　
　
　
業
に
従
事
し
地
域
の
発
展
に
協
力
す
る
者
に
奨
励
金
と
し
て
二
〇
、
○

　
　
　
O
O
円
支
給
す
る
。

　
　
5
農
業
研
究
を
こ
こ
ろ
ざ
し
、
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
に
入
学
し
た
者

　
　
　
で
、
卒
業
後
本
町
の
指
導
者
と
な
る
者
に
奨
励
金
と
し
て
二
五
、
O
O

　
　
　
O
円
支
給
す
る
。

　
　
6
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
終
え
て
町
外
に
就
職
し
た
者
が
、
卒
業
後

　
　
　
二
か
年
内
に
町
内
に
帰
り
定
着
し
た
者
に
奨
励
金
と
し
て
二
〇
、
O
O

　
　
　
O
円
支
給
す
る
。

（
支
給
の
申
請
）

第
四
条
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
在
籍
学
校
長
ま
た
は
就
職

　
　
　
先
の
事
業
主
が
町
長
に
文
書
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
給
の
決
定
）

第
五
条
　
町
長
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
書
お
よ
び
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き

　
　
　
は
こ
れ
を
審
査
し
、
す
み
や
か
に
適
否
を
決
定
し
本
人
に
交
付
す
る
も

　
　
　
の
と
す
る
。

（
奨
励
金
の
返
還
）

第
六
条
奨
励
金
受
給
者
に
し
て
三
年
以
内
に
離
町
す
る
者
に
つ
い
て
は
当
該

　
　
　
奨
励
金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第
七
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
は
規
則
で
定
め
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
四
年
一
月
一
日
に
公
布
（
昭
和
四
三
年
中
富
町
条
例

第
十
八
号
）
し
た
も
の
を
昭
和
四
五
年
六
月
に
廃
止
し
、
同
時
に
新
た
に
制
定

し
た
も
の
で
、
そ
の
改
正
し
た
内
容
は
、
第
三
条
に
四
、
六
項
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
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説総

　
こ
の
改
正
は
出
産
、
育
児
、
結
婚
に
つ
い
で
、
本
町
に
定
着
す
る
も
の
へ
の

心
く
ば
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
業
、
製
紙
等
の
地
場
産
業
の
育
成
、
工
場
誘
致

に
よ
る
労
務
配
分
な
ど
を
盛
り
上
げ
る
一
石
に
な
る
こ
と
の
願
い
か
ら
で
あ

る
。　

な
お
、
六
項
の
U
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
甲
府
二
高
地
理
ク
ラ
ブ
で
四
四
年

一
一
月
に
集
計
し
た
「
転
出
し
た
人
た
ち
は
、
中
富
町
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
」
の
ア
γ
ケ
ー
ト
の
一
部
を
次
に
付
記
し
て
お
く
。

「
あ
な
た
は
な
ぜ
転
出
さ
れ
た
の
で
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、

　
・
よ
い
働
き
場
所
が
な
か
っ
た
の
で
。

　
。
学
問
を
身
に
つ
け
、
見
識
を
広
め
る
た
め
。

　
。
町
内
に
は
現
在
の
生
活
を
満
足
さ
せ
る
産
業
、
文
化
等
が
不
足
し
て
い

　
　
る
。

　
。
通
勤
が
不
便
だ
か
ら
。

　
・
次
男
（
三
男
）
だ
か
ら
生
活
で
き
な
い
。

以
上
の
順
位
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
転
出
し
て
よ
か
っ
た
」
と
す
る
も
の
が

七
〇
齎
、
　
「
よ
か
っ
た
と
思
わ
な
い
」
も
の
が
三
〇
軒
あ
る
。

次
に
「
郷
里
が
ど
の
よ
う
に
な
れ
ば
帰
省
し
ま
す
か
」
に
対
し
て
、
・

　
・
も
っ
と
農
業
が
楽
に
な
れ
ば
。

　
・
よ
い
職
場
が
町
内
に
用
意
さ
れ
れ
ば
。

　
。
兼
業
農
家
と
し
て
成
り
立
つ
条
件
が
か
な
え
ら
れ
れ
ば
。

　
。
文
化
、
娯
楽
等
若
い
人
た
ち
の
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
。

　
・
交
通
が
便
利
に
な
れ
ば
。

　
こ
の
よ
う
に
、
農
業
問
題
、
工
場
誘
致
、
文
化
施
設
、
交
通
問
題
な
ど
の
要

望
が
強
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
離
町
追
跡
調
査
に
よ
れ
ば
、
離
町
し
て
よ

か
っ
た
と
し
て
い
る
も
の
で
も
、
家
屋
敷
は
残
し
て
お
き
た
い
。
避
暑
地
と
し

て
お
く
。
畑
な
ど
植
林
し
て
も
家
は
こ
わ
し
た
く
な
い
。
な
ど
一
応
の
郷
愁
は

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

　
本
町
は
、
昭
和
二
九
年
八
月
一
七
日
町
制
を
施
行
以
来
、
こ
の
町
誌
編
さ
ん

を
企
画
し
た
昭
和
四
四
年
を
も
っ
て
十
五
周
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
明
治
四
年
の
置
県
か
ら
起
算
す
れ
ば
九
七
年
め
に
あ
た
る
。

　
町
村
合
併
は
、
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
あ
た
り
、
七
万
余
町
村
を
一

万
五
千
に
合
併
し
、
旧
町
村
を
現
在
の
大
字
と
し
た
い
わ
ゆ
る
明
治
の
大
合
併

は
別
と
し
て
、
近
代
的
意
義
に
お
け
る
自
治
制
の
確
立
を
見
た
の
は
、
昭
和
二

二
年
制
定
の
「
地
方
自
治
法
」
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
二
八
年
九

月
一
日
法
律
第
二
百
五
十
八
号
を
も
っ
て
公
布
、
同
年
一
〇
月
一
日
か
ら
実
施

せ
ら
れ
た
「
町
村
合
併
促
進
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、
中
富
町
も
ま
た
誕
生
の

い
と
ぐ
ち
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
す
で
に
合
併
は
待
望
し
て
お
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
町
村
規
模
の
適
正

化
か
ら
く
る
行
財
政
の
力
を
増
大
し
て
、
自
治
体
の
育
成
強
化
を
願
う
こ
と

で
、
本
質
的
に
は
だ
れ
も
異
存
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
生
活
優
先
と
い
う

観
点
か
ら
、
幾
多
の
障
害
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
紛
争
も
起
こ
り
、
そ
の
現
わ

れ
と
し
て
、
不
即
不
離
の
関
係
を
保
っ
て
い
た
西
島
、
大
須
成
、
静
川
、
曙
、

原
、
共
和
の
六
か
村
合
併
は
、
二
九
年
に
は
つ
い
に
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
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そ
し
て
地
域
住
民
の
意
見
調
整
が
遅
れ
た
原
村
が
翌
年
回
し
に
な
り
、
ま
た

合
併
に
つ
い
て
不
満
が
あ
っ
て
も
、
事
前
の
分
村
な
ど
行
な
わ
ず
、
全
村
合
併

を
た
て
前
と
し
た
当
時
の
自
治
省
の
方
針
（
町
村
合
併
促
進
法
第
十
一
条
ノ
三

項
）
で
、
共
和
村
が
い
っ
た
ん
下
部
町
に
合
併
し
、
三
一
年
に
な
っ
て
知
事
勧

告
に
よ
る
分
町
で
、
下
田
原
お
よ
び
宮
木
が
中
富
町
に
編
入
す
る
等
、
総
決
算

ま
で
に
は
う
よ
曲
折
が
あ
っ
た
。

　
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
て
二
一
二
年
目
に
は
い
っ
た
今
日
、
広
域
行
政
圏

の
設
定
な
ど
の
風
潮
か
ら
町
村
自
治
の
前
途
は
な
お
流
動
的
で
、
再
度
の
合
併

等
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
が
、
一
応
地
域
的
に
在
る
べ
き
規

模
、
形
態
に
お
ち
つ
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
合
併
前
の
各
旧
村
の
歴
史
的
事

実
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
方
向
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
と
ら
え
な
が
ら
、
あ

す
へ
の
飛
躍
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
、
こ
の
町
誌
に
大
き
な
夢

を
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
歴
史
は
伝
説
で
は
な
い
。
ま
た
た
ん
な
る
年
代
記
で
も
な
い
。
私
た
ち
に

は
、
こ
の
地
に
家
が
あ
り
、
祖
先
の
ふ
ん
墓
が
あ
り
、
そ
の
中
に
先
人
が
あ

り
、
誇
り
と
す
る
旧
跡
も
あ
る
。
い
ま
私
た
ち
が
祖
先
の
遺
業
を
顧
み
つ
つ
、

そ
こ
か
ら
新
し
い
生
命
力
を
与
え
ら
れ
、
未
来
へ
の
国
づ
く
り
を
志
す
と
き
、

真
に
歴
史
は
生
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
中
富
町
の
〃
期
待
さ
れ
る
未
来
像
〃
そ
れ
は
住
む
人
と
自
然
と
産
業
と

が
調
和
す
る
新
し
い
姿
で
あ
る
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
社
会
の
変
化
の
中
に
あ
っ
て
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
の
タ

イ
プ
は
快
適
な
自
然
で
豊
か
な
人
間
生
活
と
効
率
的
な
経
済
活
動
と
を
配
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
新
し
い
酒
は
、
新
し
い
皮
袋
に
盛
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
が
、

過
密
や
過
疎
で
い
く
た
の
ひ
ず
み
が
生
じ
た
今
日
、
く
ず
れ
い
く
村
落
社
会
を

さ
さ
え
て
く
れ
る
青
年
の
定
着
の
た
め
に
も
、
新
し
い
町
土
を
造
成
せ
ね
ば
、

む
だ
に
清
新
な
活
力
を
圧
殺
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
人
口
の
過
疎
化
を
内
蔵
し
な
が
ら
も
、
生
活
水
準
の
向
上
、
日
常
生
活
圏
の

拡
大
な
ど
に
対
応
し
て
、
住
宅
、
上
・
下
水
道
、
街
路
、
文
化
娯
楽
施
設
、
清

掃
処
理
等
都
市
的
な
整
備
を
す
す
め
、
農
業
振
興
地
域
設
定
な
ど
の
中
で
、
用

途
地
域
の
決
定
、
土
地
の
合
理
的
利
用
等
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
当
た
り
、

長
い
歴
史
の
中
を
受
け
継
が
れ
て
ぎ
た
貴
い
資
産
を
よ
り
豊
か
に
し
て
次
の
世

代
へ
引
き
つ
い
で
い
く
べ
き
責
任
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
す
う
勢
と
将
来
の
展
望
の
上
に
立
っ
て
本
町
の
長
期
総

合
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
機
を
一
に
し
て
、
こ
の
町
誌
が

刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。
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